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４ 自然保護

（１） 南アルプス環境調査  

南アルプスユネスコエコパーク登録地域内における、環境変化について把握する

ため、現在の環境の状況を調査しています。

調査結果は、ユネスコエコパーク登録地域の環境保全等の取組に関する基礎資料

とするほか、リニア中央新幹線整備計画の事業実施に伴う環境変化等を把握し、必

要に応じて事業者への指導等に活用していきます。

① 動植物調査

ア 調査項目：植物、哺乳類、両生類、淡水魚類、底生動物

イ 調査領域：大井川源流域及び中央新幹線建設事業に伴い環境保全措置を実施

した地点

ウ 調査結果：令和２年度現地調査では、６種の指標種・重要種を確認しました。 

うち植物については、事業者が保全措置として移植・播種した植

物(19 種)のうち 10 種を調査対象とし、移植・播種先の一部におい

てモニタリング調査を行い、４種の生育を確認しました。

（※）重要種とは、文化財保護法、種の保存法及び環境省・静岡県版レッドリスト掲載 

種、国立公園指定植物から市が本調査において重要と位置付けた種を示します。 

指標種とは、上記重要種及びその他の種のうち平成27年度南アルプス動植物環境 

調査よりモニタリング対象とした種を示します。 

（２） 鳥獣飼養登録  

  飼養登録数：11 件 

［表２－13］ 飼養登録（単位：件）

メジロ オオルリ アムールハリネズミ 合計 
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（３） 国立公園・県立自然公園  

本市では、優れた自然の風景地を保護するため、自然公園法に基づき「南アルプス

国立公園」が、静岡県立自然公園条例に基づき「日本平・三保松原県立自然公園」及

び「奥大井県立自然公園」が自然公園に指定されています。自然公園内において、工

作物の設置や土石の採取、土地の形状変更などを行う場合には許可や届出が必要です。 

 市ではこれらの手続きへの対応を行うとともに、申請者等への指導、現地調査など

を行い、自然公園内の自然や風致景観の保護に努めています。 
























